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１．はじめに 

近年、一億語を超えた大規模な現代日本語書き言葉均衡コーパスが完成し、その大きな

プロジェクトの成果として新しいアノテーションツール、電子化辞書、コーパス検索ツー

ルなどの日本学以外の様々な分野に応用できるリソースが作成されてきた。次の段階とし

て、コーパス量を増やす必要性が明らかになり、今までのデータでは十分把握できず、抽

出できなかった言語的情報を得るために超大規模なウェブコーパス構築が始まった。こう

した中、様々な言語でウェブコーパス作成の重要性が認識されてきて、多言語のための

TenTen と呼ばれるウェブコーパス群の構築が行われている。本論文において、まず新たに

作成された JpTenTen という日本語の 100億語の超大規模なウェブコーパスを紹介する。こ

のコーパスは、SpiderLing（Pomikalek and Suchomel 2012）などのツールでデータをクロール

し、クリーニングを行った上で、MeCab と UniDic2 (小木曽ら 2011)で形態素解析し、短単

位と長単位アノテーションを付与した。コーパスは Sketch Engineというレクシカルプロフ

ァイリングツール（Kilgarriff ら 2004）に搭載した。このツールは既に 4億語の日本語コー

パス JpWaCを基にした語彙・文法プロファイリングを可能にしているが（Srdanović ら 2008）、

本研究によって新たに可能になった成果は以下の通りである。 

 超大規模なコーパスを構築し、スケッチエンジンツールに載せた。その結果、今

までできなかった言葉の組み合わせなどの言語情報を取り出せるようになった。 

 長単位と短単位のアノテーションを利用したことで、以前より統一された短単位

のデータと、以前には存在しなかった長単位のデータが利用可能になった。 

 品詞タグだけでなく、UniDic の活用形および活用型等の英訳アノテーションを利

用し、以前にはなかった活用形に関する詳細な情報を取り出せるようになった。 

 「文法関係ファイル」のデータを更に整備し、今まで取り出せなかった語と語の

組み合わせおよびその振る舞いの情報が抽出できるようになった。 

以上の外に、２語以上の共起抽出などの新しく開発した機能により、以前にはできなか

った情報習得および表示ができるようになってきた。 

本論文では、第２章においてコーパスの構築を紹介した上で、第３章においてコーパス

のアノテーションおよび短単位と長単位の語彙プロファイリングのメリットについて述べ

る。第４章は、新しい「文法関係ファイル」によって抽出できるようになった語彙・文法

情報を紹介し、第５章では、具体的な例を取り出し、百億語の日本語のコーパスからどの

ような言語的情報が得られるかについて述べる。 

 

                                                   
† irena.srdanovic@ff.uni-lj.si 

229

mailto:irena.srdanovic@ff.uni-lj.si


 

 

２．TenTenコーパス群と JpTenTenコーパス構築 

近年、ウェブデータを用いたコーパス構築のメリットが認識され、それに関する研究が

増加してきた。最初の日本語大規模ウェブコーパス JpWaCは、Baroni and Kilgarriff (2006)、

Sharoff（2006）が提案した方法を利用し、WaC 群の一つとして開発されたものである

（Srdanovićら 2008）。近年「Corpus Factory」（コーパスファクトリ）（Kilgarriff 2010）とい

うプロジェクトの枠組みで、10
10（百億語）の TenTen という新しいウェブコーパス群の開

発が始まり、さまざまな言語のコーパスが構築された。TenTen 群の一つとして日本語超大

規模コーパス JpTenTen が 2011年に作成された（Pomikalek and Suchomel 2012）。正式な名前

は「JpTenTen11」1である。 

JpTenTenは以下の手順で構築された。 

（１） 日本語の言語モデル作成。日本語のウィキペディアからデータを利用し、モデ

ル学習を行った。約 1000ページの日本語ウェブページをさまざまなエンコーデ

ィングで取得した。（Kilgarriff 2010） 

（２） 言語コーパス作成用の SpiderLing クローラー（Pomikalek and Suchomel 2012）に

よって、前述したモデルを利用し、日本語のウェブページをクロールした。 

（３） JusText を利用し（Pomikalek 2011）、「文にあるテクストだけ」（text in sentences 

only）を収集し、それ以外のテクストではないデータおよび「ボイラープレート」

（boilerplate）を削除した。 

（４） 「オニオン」というツールで、段落レベルの情報で重複したデータを削除した

（de-duplicate）（Pomikalek 2011）。 

（５） 形態素解析ツール MeCab 0.98 および電子化辞書 UniDic 2.1.0 を利用し、全体の

コーパスを処理し、アノテーションを付加した(小木曽ら 2011)。その際、UniDic

の品詞・活用形・活用型のマッピングを行い、英訳のタグセットを作成した。 

（６） Comainu 0.60を利用し、UniDic の長単位の処理およびアノテーションを行った。

このステップは時間を要するため現時点では作業中であり、サンプルコーパス

が完成しているところである。 

（７） 以前作成した日本語の「文法関係ファイル」を基にして（Srdanovićら 2008、ス

ルダノヴィッチ・仁科 2008）、UniDic の英訳タグセットと正規表現を利用し、

新しい日本語の「文法関係ファイル」を作成した。 

（８） データの記号化（encoding）とワードスケッチのコンパイルは、Sketch Engine

（Kilgarriff 2004）が利用している Manateeというシステムで行った。 

 

UniDicの短単位でタグされた JpTenTenは、10,321,875,665語のデータである。15,553,207

のウェブページ、734,758のドメインからのものである。高頻度のドメインは 28,474のウェ

ブページからなっており、一つのウェブページからなるドメイン数は 224,293である。表１

は、コーパスにあるトップ頻度の５つのドメインを示す。 

 

表１ コーパスにあるトップ頻度の５ドメインおよび 

ドメインごとのウェブページ割合 

 

ドメイン Com jp net info Other 

ページ割合 50% 32% 9% 5% 4% 

 

                                                   
1 「Jp」は、日本語を指す 2文字のコードである（ISO-6390-1pcode）。数年後更新するモニターコーパス

として計画されているため、「11」は、2011年にウェブから得られたデータのことを示す。 
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３．UniDic 短単位と長単位アノテーションを付加した JpTenTen 

日本語は単語の分かち書きがなされず多様な表記法を持つため、日本語のコーパスにと

って単語情報（形態論情報）のアノテーションは重要である。特に、単語の区切り方をど

うするのか、多様な表記をどのようにまとめ上げるのか、という点は大きな問題となる。 

JpWaCコーパスでは、従来 ChaSen 標準の辞書である IPADIC を利用してきたが、この辞

書では、単語の区切り方の揺れや、表記のまとめ上げなどは言語の研究にとって十分であ

るとは言えない点があった。たとえば、区切り方の面では、「株式会社」が 1語である一方

で「有限／会社」「合資／会社」は 2語に分割されるような揺れがあった。また表記の面で

は、「ネギ」「ねぎ」「葱」を見出し語として一つにまとめ上げることができなかった（読み

としてはまとめられるが、そうすると「禰宜」と区別されない）。 

今回、JpTenTen では、UniDic を利用することによってこうした問題に対処した。UniDic

は、BCCWJ の開発にあたって整備された形態素解析辞書で、このような問題を解決するこ

とができる。UniDic は、短単位と呼ばれる厳密な規定によって単語の区切り方が定められ

ており、揺れが少ない斉一な単位による解析が可能になっている（小椋ら 2011）。また、語

彙素・語形・書字形・発音形という見出し語の階層構造を持っており、利用者が必要に応

じて、見出し語のレベルを選択して利用することができる（伝ら 2007）。たとえば、表記そ

のものに関心があるのであれば「書字形」を、語形の差異に関心があるのであれば「語形」

を、辞書見出し（lemma）のレベルでまとめ上げたいのであれば「語彙素」を利用すればよ

い。 

UniDic では、前述の「株式会社」は規程に従って他と同様に「株式／会社」と 2 語に分

割され、「ネギ」「ねぎ」「葱」には共通して語彙素「葱」・語彙素読み「ネギ」の情報が付

与される。さらに、新しい JpTenTen では、BCCWJ と同様に長単位による解析も行い、短

単位と長単位の両方で利用することを可能にした。長単位とは、文節を基準とした語の単

位で、まず文節を区切りとし、さらに文節のうちの付属語を切り出したサイズになる。ま

た、短単位で分割される漢語サ変動詞や一部の複合辞は 1 長単位となる。次の例は、同じ

文を短単位と長単位で分割した例である。 

短単位：私/は/国立/国語/研究/所/で/日本/語/を/研究/し/て/いる/ 

長単位：私/は/国立国語研究所/で/日本語/を/研究し/ている/ 

短単位が辞書の見出しとしてあらかじめリストアップされたかなり短い単位であるのに

対し、長単位は実際にコーパスに出現する形に基づいて作られる比較的長い単位である。

ただし、多くの事例では短単位と長単位は一致する。長単位は、長単位解析器 Comainu に

より、UniDic を使って行われた形態素解析結果である短単位を組み上げる形で作成される

（小澤ら 2011）。 

JpTenTen に利用した UniDic の品詞、活用形、活用型は英訳した上でコーパスに載せた。

品詞マッピングの例を表２に示す。 

表２ UniDic の品詞マッピング 

品詞 品詞(英訳) 記述 

代名詞 Pron pronoun 

副詞 Adv adverb 

助動詞 Aux auxiliary_verb 

助詞-係助詞 P.bind particle(binding) 

助詞-副助詞 P.adv particle(adverbial) 
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４．スケッチエンジンに載せた JpTenTen 

４.１ コンコーダンス 

JpTenTen コーパスをスケッチエンジンに搭載することにより、ツールのウェブページか

らアクセスができ、標準的なコンコーダンスとしての機能が利用できる。コンコーダンス

は、語彙素、語句、単語、文字および CQL機能（Corpus Query Language、コーパス検索言

語）で正規表現とデフォルト属性を基にした共起、文法的パターンなどの項目の検索方法

が指定できる。ここは、UniDicの短単位と長単位で分析されている語彙素で検索ができる。

図１は、コンコーダンスにあるデフォルト属性の選択肢を示している。以前は単語（word）、

語彙素（lemma）、タグ（tag）での検索だけが可能だったが、現在は活用形（infl_form）、活

用型（infl_type）また語彙素読み（lemma_kana）で言語的情報の検索ができるようになった。 

 

 

 

 

 

 

 

図１ コンコーダンスにあるデフォルト属性の選択肢 

 

 図２は、コンコーダンスで可能な表示の例を示している。キーワードだけのアノテー

ションを表示するか周りの単位のアノテーションも表示するか、またどのアノテーション

タイプを表示するかを選択できる。図の例は上から順に、(1)キーワードの語彙素、(2)キー

ワードの語彙素と品詞、(3)キーワードの単語・語彙素・読み方・品詞・活用型・活用形、

(4)キーワードとコンテクストの語彙素と品詞を表示したものである。 

 

図２ コンコーダンスにある可能な表示 

 

４.２文法関係ファイルとワードスケッチ 

日本語の「文法関係ファイル」において語彙・文法的関係を決定した結果、コンコーダ

ンスだけでなく、キーワードの語彙・文法的プロファイリング、キーワードのシソーラス、

類似した語の差異と共通点などをウェブ上で１ページにまとめた言語的情報が見られる。 

日本語のための「文法関係ファイル」は 2007年に初めて作成された（Srdanovićら 2008）。 

ファイルの作成においては、Gahl（1998）によって提案された「corpus query syntax (コーパ

ス検索シンタクス)」を実装し、主に品詞と正規表現を利用した。日本語の語彙・文法的規

則を作成するにあたって、日本語の動詞、名詞、形容詞、副詞、接尾辞、接頭辞、助動詞
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などの単位をカバーし、それぞれの品詞がどのような語と語で組み合わされ、どのような

パターンで現れるかをさまざまな言語的データから簡単に抽出・観察できるようになった。 

本研究では、既存の「文法関係ファイル」を様々な面で整備・更新した。内容を以下に

まとめる。2
 

(1) 第 3 章に説明した MeCab-UniDic の短単位と長単位のアノテーションを採用するた

め、「文法関係ファイル」に以前利用した ChaSen‐IPADICのタグからMeCab-UniDic

へのタグマッピングを行った。 

(2) 品詞だけでなく、新たに活用型・活用形に基づいて正規表現で語彙・文法パターン

を作成した。 

(3) 以前はカバーされなかった文法関係を新しく作成した。 

  

それぞれの改善点は、以下の「文法関係ファイル」のパターンの例、または図１と図２

のワードスケッチの例に見られる。 

 

*DUAL
3
 

=modifier_Ai_cont/modifies_N+する 

2:[tag="Ai.*" & word!="なく|無く" & infl_form="Cont.*"] [tag="Pref"]? 1:[tag="N.c.vs"]  

 

語彙・文法関係は、主に 2項（dual）関係タイプとして設定する。たとえば、以上の例は

名詞‐普通名詞‐サ変可能（tag="N.c.vs"）を検索すると、それを修飾する連用形の活用形

（infl_form="Cont.*"）にある形容詞が現れる（tag="Ai.*"）。また形容詞をキーワードにして

検索すると、それに呼応する名詞‐普通名詞‐サ変可能の例が現れる。このパターン（い

わゆる「文法関係」）に「modifier_Ai_cont/modifies_N+する」という名前を付けた。 

以上に利用した省略の説明は以下のとおりである。 

tag="N.c.vs"- noun.common.verb_suru の品詞省略 

infl_form="Cont.*"Continuous_ren’yo の活用形省略 

tag="Ai.*" adjective –iの品詞省略 

このパターンの内容には、前述した(1)のタグマッピングの結果の例、(2)の活用形の利用、

(3)新しく作成した文法関係の例を含んでいる。 

図３は以上のパターンを利用したワードスケッチの例を示す。たとえば、「結婚」という

サ変名詞がどのような連用形の形容詞と結びつくかを検索した結果である（例えば、めで

たく結婚する、早く結婚する、仕方無く結婚するなど）（図３の１欄目）。また、「素晴らし

い」という形容詞が連用形の活用形の場合、どのサ変名詞と結びつくかを示した結果であ

る（例えば、素晴らしく洗練する、素晴らしく感動する、素晴らしく調和する、素晴らし

く充実するなど）（図３の２欄目）。 

検索した結果は短単位であり、「する」は別の単位と扱われているため、結果にはサ変名

詞だけが表示される。一方、図３の３欄目は、UniDic の長単位で検索し、「結婚する」を一

つの単位として扱った例である。JpTenTen サンプルコーパスから取り出した結果なので、

高頻度の組み合わせの「めでたく結婚する、早く結婚する」だけが表示されているが、長

単位のキーワードで検索できるメリットがある。全体のコーパスが利用可能になると、抽

出できる結果が増加する。 

図３のそれぞれのの欄に表示されている数字は、1列目がコーパスの中の共起頻度を示し、

2列目がその共起の統計的な重要度（salience）を示している。4
 

                                                   
2 以前のデータの評価および問題点について Srdanovićら（2011）、Kilgarriffら（2010）を参考されたい。 

3 語彙・文法関係の 2項（dual）などの設定について詳細は Srdanović（2008）らを参考されたい。 

4 1列目の数字をクリックすると、コーパス中にあるキーワードとそれぞれの共起語が含まれる例文がコン
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図３「結婚＋形容詞連用形」および「素晴らしい＋名詞普通名詞サ変可能」の 

ワードスケッチの例（JpTenTen,UniDic2短単位）。また、「結婚する＋形容詞連用形」のワー

ドスケッチの例（JpTenTen のサンプル,UniDic2 長単位） 

 

以上の例は、前述した長単位による情報抽出のメリットを示すもので、以前には抽出で

きなかった「サ変名詞＋する」の組み合わせパターン、および活用形のタグを用いた抽出

の例である。 

 

５．JpTenTenを用いた語彙・文法情報のプロファイリング 

 本章では、百億語の JpTenTen コーパスから取り出せる語彙・文法情報プロファイリング

のいくつかの例を紹介する。 

 

５．１ まとめた形のキーワードのプロファイリング 

 図４は、ワードスケッチの「女性」というキーワードの様々なパターンの例で、新し

く抽出できるようになった文法関係のバラエティーを示す。パターンは、「女性＋助詞」「女

性＋名詞」「女性＋の＋名詞」「名詞＋の＋女性」「女性＋に＋動詞」「女性＋が＋動詞」な

どである。キーワードがどのようなシンタクスの中でよく利用されているか、どの助詞と

結びつくか、どの形容詞・形状詞に修飾されるかなどの細かい語彙の振る舞いが観察でき

る。 

スペースの制限のため、それぞれのパターンの結果を省略し、一番重要度が高い 3・4語

を示した。 

                                                                                                                                                     

コーダンスの中で表示される。文法関係用語のリンク（modifies_N など）をクリックすると、その文法関

係が正規表現と品詞を利用して、どのように決定されているかを確かめることができる。 
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スルダノヴィッチ・仁科（2008）に示したように、このような情報により、キーワード

の意味を把握できるため、キーワードの意味記述などのために辞書学によく応用される。

それ以外にも、言語学、言語教育などの分野に幅広く利用できる。 

 

 

図４JpTenTenから取り出せる「女性」という名詞のさまざまなパターン 

（パターン結果は省略した） 

 

５．２ 短単位および長単位で見る語彙プロファイリングのメリット 

3章に既に紹介したように、UniDicにはさまざまなメリットがある。本章では短単位およ

び長単位で取り出せる言語的情報の例を上げるが、特に強調するポイントは、以下のとお

りである。 

 短単位により、言語単位がどのような部分から構成されているのか、調べられる

こと。特に派生語と関連して、接尾辞、接頭辞、非自立可能な品詞のそれぞれの

特徴、振る舞い傾向を細かく調べることができる。例えば、どの形容詞が「～ら

しい、～こい、～臭い」などの接尾辞とよく結びつく傾向があるか、また「研究」

という名詞の後ろにどの接尾辞がよく付くかといった情報が大規模なデータによ

り把握できる。 
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 長単位で、複数の単位からできている言語単位の振る舞いを検討することができ

る。以前は抽出できなかったサ変動詞、複合名詞、複合動詞、のような複合語が

語彙素になり、これらの語彙を単位とする組み合わせとして抽出できるようにな

った。これにより、長単位をキーワードとして調べることができるだけでなく、

他の語をキーワードとして調べたときに長単位にもとづく情報が得られるという

二つ面でメリットがある。 

 図５は、長単位でタグづけされたサンプルコーパスから取り出した「研究者」という名

詞および「興味深い」という形容詞の例を示す。 

 

 

 

図５JpTenTen（長単位、サンプル）から取り出した「研究者」および「興味深い」の

プロファイリング 

  

 これらのキーワードは短単位では取り出せなかった語であり、このような複合語のプロ

ファイリングができるのは非常に重要である。取り出した結果にも複合語のデータが多い。

例えば、「第一線の研究者、国内外研究者、世界中の研究者、研究者を招聘する」また「興

味深いお話、興味深く拝見致す、興味深く拝読する」などである。 

 

５．３ 複数単位の抽出 

新しく追加された機能で、それぞれのパターンにある単位からマルチワードスケッチペ

ージ（Multiword sketches）に飛ぶことができるようになった。図６はこのようなページ結果

の例を示す。例えば、「最近の研究」から「最近の研究成果」、「新たな研究」から「新たな

研究領域」、「とても興味深い」から「とても興味深く読む」などの複合語が並んだ例が見

られる。 

図６マルチワードスケッチの例（最近の研究～、新たな研究～、とても興味深い～） 
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５．４ 語彙・品詞・活用形・活用型・パターンの頻度リスト 

スケッチエンジンツールでは、さまざまな語彙・品詞・活用形・活用型の頻度リストが

取り出せる。図７にその例を示す。1欄目は、UniDic 短単位で解析された 100億語のコーパ

スに現れる品詞の高頻度順リストである（名詞-普通名詞-一般、助詞‐格助詞、助動詞、名

詞-普通名詞-サ変可能など）。2欄目は、もっとも高頻度の活用形（連用形-一般、終止形-一

般、連体形-一般、連用形-促音便など）、3欄目は、もっとも高頻度の活用型のリストである

（助動詞-ダ、五段-ラ行、助動詞-タ、サ行変格など）。 

図７の 4 欄目は、コーパスに現れる「助詞‐接続助詞の「て」＋動詞‐非自立可能」と

いうパターンの頻度リストである5。 頻度の高いほうから、「ている、て来る、てしまう、

て行く、て見る、てくれる」の順番で日本語の（テ形に接続する）補助動詞が現れる。Martin

（2004、512 ページ）は、1964 年の国立国語研究所の「現代雑誌九十種の用語用字」のデ

ータを基にして、日本語の主な補助動詞を相対頻度で並べて表に示している。現れている

高頻度の補助動詞は、ほとんど図７の 4 欄目と統一している。並んだ順番もほとんど類似

しているが、微妙な違いが見られる。例えば、「てしまう」は Martin（2004）の表では「行

く、くれる、くださる」よりやや低い頻度で、JpTenTen のデータでは「しまう」のほうが

やや頻度が高くなっている。 

 特定の単語、単語のグループ、一つの品詞の語彙、一つパターンなどを対象にして、超

大規模コーパスから活用形、頻度などのデータを取り出すことで、今後の教育シラバス作

成などに応用できる豊富な情報が得られるといえる。 

 

図７JpTenTenにおける品詞・活用形・活用型・パターンの頻度リスト（UniDic 短単位） 

 

６．まとめ 

 本論文では、新規の超大規模な日本語のウェブコーパス JpTenTen の構築とそのアノテー

ションを紹介した上で、百億語のコーパスを用いた日本語の語彙・文法情報のプロファイ

リングの実例を紹介した。日本語の様々な語彙・文法情報を UniDic の短単位と長単位の品

詞・活用形・活用型に適用することで、以前できなかった語と語の振る舞いの情報を抽出

できるようになってきた。この成果は日本語学、対照言語学、日本語辞書学、日本人学習

者用英語辞書学、日本語教育、日本語言語処理、心理学などの研究分野に活用できると期

待される。 

 

                                                   
5 利用した検索パターンは[tag="P.conj"& word="て"] [tag="V.bnd"] 
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